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ら、RA の鋭敏な診断マーカーである抗環状シトルリン化ペプチド抗体（抗 CCP 抗体）
については SS における意義は未だ明らかとなっていない。陽性率においては我々の
以前の研究では 52 人の SS のうち 5人に抗 CCP 抗体が陽性であった。しかしながら関
節症状と抗 CCP 抗体の相関については検討していない。そこで、今回我々は日本人の
SS 患者において初めて、SS の関節症状と抗 CCP 抗体の関連について検討した。 
 
対象と方法 
当院通院中の 117 人の SS の患者について検討した。SS は American-European 
Consensus Group 基準で診断した。117 人の SS 患者で 15 人が RA の経過中に SS の診断




症状有りとし、診療録を参照に検討した。87 人のうち 61 人は関節症状を呈していた。
これらの 87 人は初診時は全例原発性シェーグレン症候群（原発性 SS）と考えられて
いた。しかしながら 14 人は SS の診断後に 1987 年のアメリカリウマチ学会による RA
の診断基準を満たし、RA を合併した 2次性シェーグレン症候群（2次性 SS）と分類さ
れた。この 14 人はすべて手指および足趾の骨 X 線検査を施行されたが、初診時は骨
びらんを呈していなかった。これらの 87 人について、エントリー時に抗 SS-A 抗体、
抗 SS-B 抗体、IgM-RF、抗 CCP 抗体、血清 IgG を測定した。 
結   果 
2 次性 SS の 14 人はすべて関節症状を呈していた。原発性 SS のうち 47 人が関節症
状あり、残りの 26 人は関節症状を認めなかった。抗 SS-B 抗体、IgM-RF、血清 IgG に
ついては関節症状の有無にかかわらず有意差を認めなかった。しかし、抗 CCP 抗体に
ついては原発性 SS では関節症状を認める群にのみ 3 人陽性であったのに比べ、関節
症状を認めない群ではすべて陰性であった。また、上記の 3人も骨 X線検査では骨び
らんを呈していない。RA を合併した 2 次性 SS においては 14 人中 10 人が抗 CCP 抗体
が陽性であった。 
 
 考   察 
RA に比べ SS の関節炎は骨破壊を来さないと考えられている。一方、抗 CCP 抗体は
RA においては骨びらんと関連している。しかしながら、最近のコーカサス人における
SS と抗 CCP 抗体の研究では、RA を合併した 2次性 SS での抗 CCP 抗体陽性例も骨びら
んを呈していないという報告であった。これはコーカサス人での検討であり、アジア
人においては同様の検討はなされていない。今回のわれわれの研究が日本人 SS で初
めて SS の関節症状と抗 CCP 抗体について検討したものである。今回興味深かったの
は、本邦症例でも抗 CCP 抗体陽性の RA 合併 2次性 SS が骨びらんを呈さなかったとい
うところである。抗 CCP 抗体は様々な分子に対する抗体であり、RA を合併した 2次性
SS での抗 CCP 抗体と骨破壊を伴う RA での抗 CCP 抗体は違う分子に対する抗体なのか
もしれない。今回の研究では対象が 117 名と少なかったものの、先に述べたコーカサ
ス人での検討との違いは、我々の検討では抗 CCP 抗体陽性の原発性 SS はすべて関節
症状を呈したという点である。コーカサス人では関節症状を伴わない抗 CCP 抗体陽性
の原発性 SS も認めていたが、抗 CCP 抗体は RA の発症に先立って陽性となることもあ
り、この違いを明確にするためには今後の前向き検討が必要と思われる 
  
 
 
 
 
